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ァ ダ ー ，ス テ ュ ア 一 ト 前 期 の イ ギ リ ス 毛 織 臉 工 業

-研 究 史 的 考 察 -

米 山 秀

本稿はチ ュ ダー朝成立からCivil W a r直前に至 

る時期の毛織物工業を対象とするsecondary, works 
に関する研究史である。. 後述の理由から, はぽ1’92'o4  ̂
代を画期とし，〔n ではそれ以前（以下「初期』と略記） 

の諸研究の特激を，〔n 〕ではそれとの对比において 

それ以降（以下「後期』と路記)の諸研究の特徴をチー 

々別に，〔D D では狭義の毛後物工業史以外の関連分 

野について，それぞれ概観する。なお， Printed SりU-. 
r c e s 自体および地方史雑誌掲載論文は原則として智 

略されており,またそれら以外でも対象の雁史的な重 

要性と同時に，!■初期J と !■後期J の対比という観ホか 

ら〔n 〕， 〔n n で選択•設定されたチーマと直接関連 

し‘得ないものは省略されているが，同様な観点から有 

用と思われる諸文献に利用された史料の性格に関して 

は，できる限り言及することにする。

〔I 。 「初期」 の研究

. , .
19世紀末は毛識物工業史にとっても巨匠達の時代で 

.あっすこ。すなわち，.Smith..〔l 〕； J a m e s〔2 〕； Bur.

n l e y 〔3 ) , といった編年史的業績を先駆として，チ 

ューダーおよびステュアート期の毛織物工業を初めて 

本格的歴史研究め対象としたのは，この時期の巨匠邊 

であった。C im n in g h a m 〔 4 〕; A s h le y 〔5 〕； U nw in 
〔6 〕； d i t t o 〔7 〕； d i t t o 〔8 〕； d i t t o 〔9 〕，などが 

その典逛である。

これらの諸業績は， [後期j の諸研究と区別される 

共通の一般的特徵をもっている。その第一‘は， Cunn

ingham  お よ び A sW eyが保護主義に，U nw iれが自 

由主義に傾剝するという相遠はあるものの， 的商 

題関心を直接厘史研究に反映させようとする共通の態 

度がみられる点で，まさに彼らにとって 'Eliはbeth’ 

は同時に ‘V ictoria’ でもあった。第二は，..彼.ら.の研 

究対象の広跪さにあり，そのことは,歴史の多局面に 

交叉する因果連関の設定を試みきこと，すなわち毛織 

物工業をチューダーおよびステュアート期全体の「文 

化的環境 （cultural enviroment)j (トー=■一）.の內でと 

らえようとする態度を彼らに可能にさせた。第三に, 
Cunningham およぴA sh ley  .は G. Schm oller.を, 

U n w in は K. B u c h e rを主として媒介として, ドイ

注〔1〕 Smith, J‘, Chronicon Rusticum-Commeiciall or Memoirs of Wool etc. Being a Collection of History 
and Argument, concerning the Woollen M anufacture and Woollen Trade in General, 2vols., (1747). 

〔2〕 James, J„ History of the Worsted M anufacture in Engljand, fifom the Earliest Times, (1857).
〔3〕 Burnley, J„ The History of Wool and Wool Combing, (1889).

.〔4.〕 Cunningham , W., T he Growth of E nglish  Industry  and Commerce, (1882). C6th ed., 2vols., V ol.II, 
p a rt 1,'(1919)3. '.

.〔5 〕 Ashley, W. J., An Introduction to E nglish  Economic H istory  and Theory, (1 8 8 8 ),〔後にVoi. I in 
2pts., P a r t 1,(1888)； P a r t  2,(1911)〕〔好村兼太郎訳f英国経済史及び学説J (1932)〕*

〔6). Unwin, G., Industrial Organization in the Sixteenth and Seventeenth Centuries, (1904).
〔7 〕 ditto, *the History of the Cloth Industry in Suffolk', (F . C. H, Suffolk, ^ o \, II. (1907).
〔8-〕 .ditto,'-‘The M erchant Adventurers* Company in the Reign of Elizabeth*, (1913).
〔9 〕. ditto, ^Commerce and Coinage iii S hakespeare 's England*, (1916),〔〔7 ；)〜〔9 〕はいずれもTawney, R. 

H.» (ed.)f S tudies in Economic H istory： T he Collected P apers of George Unwin, (1927)に 収 〕
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ツ歴lii学派の影響下にあリ, そのととは程度の差こそ 

あれ，彼らの愈i 志向的段隋区於や制庇*組鎭史的間 

題設定（例えぱ，Cunninghamにおける経済有，f本的組徽 

(eccuゅirtic oi^ganisms)，の盛j衰，U n w inにおける自由意 

-志に基づく団体（voluntary, association)の展など）に 

現われズいる。第四に，をめ利用した史料ゆ.，s ta t is 
tical なものよりiia rt^a tiveなものに,地方文書より 

公文書に比Siがあり，広義の' S ta te  P a p e rs類を巾心 

とする法制史料がをの典趣であった。

これらの諸特徵は，相互に内的関速を有するもので 

あり，この時期をして-セ織物研'ジセ史上待有の時期とし 

ており，U m v in 以降はこうした諸#徵を併せもつ娇 

究ゆ出現しなくなる。この時期がまさにその幕をおろ 

しつつあった時に登場し,それ以前の諸業績を集大成 

したのがL ii j s o n 〔10〕； d i t t o 〔11〕という通史的研究 

タあった。

C H I 「後期」 の毛織物史研究

1920年代を画期として，毛織物工業史研究は新たな 

段階を迪.えるに至った。 I■初期j の研究にみられた强 

烈な現美的問題関心は少なくともま面からは消失し, 
歴史の発展に対する3 consensus of scep tic ism  '(ゥ 

，ィンター）の存在が指摘されるよう.になった。また同 

時に，そうした問題関心と適合的関係にあった鹿史学 

派の影# 下にぉける普遍志向的段階区分は, 史実〔料)

在的な限定的時区分へとま化した ;> 方,研究対

象の個別化*専門化が進み，史料の利用.批判も進展 

をみ? .地方文書の占める役割が増加じ,また史料の統 

言十的処理も盛んになった0 これらの諸特徵は，互いに 

適合的な関係にあり，相互促進的にその傾向は強まっ 

*iCおり， 「後期j にぉいても最近のもの程その鎮向は 

強くなってきている。

かくして， I後期」の研究は，制 度 .組 織 史 に 斜  

し た r初期j の研•梵のもつ貧困な時系列的麼史像に豊 

かなダイナミズムを与えをことに成功した半面,研究 

が限定的対象や同質の史料ごとに不均等に進行するた

め，構造的歴史像の形成は困難になってきている。

以下では，この時期最も研究が進展した分野である 

と同時にこの時期の研究潮流を最も典型的に示して、、 

る二つの研'究分野，すなわち,毛織物輸出鎮勢をホ心 

とした外国贸恩の分野と生ま組織を中心とした地域史 

研究の分野とを主要対象として，具休的チー-^を設定 

し，■ 期J の研究と比較しつつ [後期J の研究成果 

を概観する。その際，チープの設定は，上述の理由か 

ら当然そのみ象と同時に，利用されている史料に墓づ 

いてなされることになる。

( 1 ) 外国貿暴

旣述のよ3 に, 4 激物贸易は !■後期I に最も班究が 

進展した分野のーつ^̂ あ̂るが，「初期』の研究におい 

てもこの分歐の研究が存在しなかったわけではなかゥ 

た。しかし， r初期」の研究K おいそは,.その考察対 

象 が 贸 易 特 許 団 (chartered companies) をめぐる 

間題にま中していた。例えぱ，U n w in 〔8 〕における 

間題設定は，イングラシドの毛織物貿易め発展に寄与 

したのは贸易特許団体r 代表される姨制的要因であっ 

たのか, それとも in tei^ loperなどの非規制的要因で 

あったのか，というものであた。またL ijjso ii〔lO〕 

においては, ' 華繊物貿易の考察は各賀易特許団#ごと 

になされており，それらの集合体としてオングラソド 

全体の賈易がとらえられている。これに対し, 『後期J 
においては，主として毛織物輸出関税統計の分析によ 

って解明された毛織物輸出り絲計的趨勢を基礎に研免 

が進められてきている。

①貿易趨勢イングランドめ毛織物輸出趟勢を51定 

しようとする試みにおいて， •■後期J には大きな注目 

を後めるに至っナこ毛織物輪出関辕統計は，ォ初期」に 

おいても既にSchartzこ12〕によゥ't  Henry VI期K1 

関するものが作成されていた。しかし，この輪出関税 

は 「初期」の巨E 達からは全く顧みられることなく， 

むしろ財政史の侧面からS c o t t〔13〕,に'よってその主 

室収入に占める割合の大きさが強調されただ•すぎなか 

った。その後F r i i s〔i C lによってスr ュアート初期

注CIO〕 Lipson, E., The Economic History of England, 3vols., Vol. I: The Middle Ages, (1915)*〔enlarged eel. 
(1937)〕； Vols. . I ; - n i :  The Age of Mercantm.sm, (193り〔enlarged e d . (1943)〕‘ 
ditto. The History of the Woollen and Worsted Industry (192り‘
Schanz, G.j Englishe Handelspolitik gegeil Ende des M ittelaltefs, mit besondet*er BerUcksichtigung 
des Zeitalters der beiden ersten Tudors/, Heinrich VII und Heinrich VIII, 2 Bde,, (1881).

〔13〕 Scott, W- The Constitution and Finance of English, Scottish and Irish Joint Stock Companies 
to 1720, (1912). 、

Fdis, A., Alderman Cockayne’s Project and the Cloth Trade, (1927).C14D
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X ューダー，スチュアート前期のイギリス毛纖物:!:業

の特定の年度の統計が明らがにされたが, C の種の研 

究が本格化するのは（■後期j に入ってF i s h e r がこ9  

分野に登場してからである0 まず, F i s h e r〔15〕が16 

世l a 全体を通じてのロンドンの3 か年平均の統計を， 

その後 F i s h e r 〔16〕によってステュアート前期の約 

.半数の,年庇についてのロンドンの統評が， R am sey  

〔17〕によって H enry  VI!期の統計が，それぞれ明ら 

かfc.きれた後，C aru s - W ilson  & G olem an C!8〕及び‘ 
G o u ld〔19〕により 1560年以前のはほ‘全港湾について 

の毛織物输出関税統が作成されるに至った。これら 

一速の研究は， チ 、- ダ期については全港湾のチ 

ユ‘ ダ' - 後期については3 か年平均のロンドンの，ス 

サ ュマ 一 ト前期につい';Cは約半敦の年度のロンドンの 

輸出関税統計を作成するという成果をもって一*応の結 

着をみるに至ぅた。 .

しかしながら，これらの研究はイングランド全体の 

毛織物輸出趨勢の解明の試みとし 't は不十分なもので 

あ っ す こ 。 何故なら，まずこれらの研究の大部分はロン 

ドンからめ! ^ 出だけしか扱っていないからであり，ま 

-た関税統計という史料の性格から様々な非合法A A が 

反映されていないからである。これらの欠略を補なう 

のが地方港（out ports) や in te r lo p e r  ：• sm u g g lin g  

についての研究である。そうした研究のうち， sm u- 
<ggUng ないし in te r lo p e r  を扱った R a 'm s a y 〔201;

d i t t o 〔21〕; W illa n〔22〕，チューダ‘前期めロンドン 

と地方池の輪出シェプの推移,.■を扱づたR a m s e y〔1き〕； 
Ruddock C23>とぃぅた比較的初jをの研究は， UmvhY 
〔'8 〕以来の自山贸易対独占質易と、ったfllM設定に 

:速なる域向が強か力た。とれ.>こ対.し，.：.，’，，F isher.等のロ 

ンドンを中心とする関税統計をもりてイングランド企 

体の贸易释勢とみることに対する批判を試みた，Ste
phens 〔24〕； G o u ld〔25〕； S te p h e n s〔が〕などや， 

R a n is e y〔I7；); R u d d o c k〔23〕らのま張を,関祐制 

度の一時的変更との関述で批半Ijした Cofcb〔2りとぃ  

った最近の-^速の批判的萌究ににおいでは,譲論め焦 

点が史料姐理,とりわけその統計的操作に移行する斌 

向が強まっている。, 、 '

毛織物输出の趨勢を极った上述ム速の諸☆によ 

ゥて解明された史実は，大別して以下の0 点に要約し 

うる0 1) ロソ ドンを中心としたイソ グラソド全体の!^ 

向として, 毛纖物輸出は, チューダ— 前期未曾有め 

好況を享受した後，チューダー後期には慢性的不況に 

陥ぃり，スチュアート前期には激しぃ数次の不況を伴 

.ぃながら全体としては回復に向かった 2)庇に14世紀 

を原料.ニ: w ool:の輸出国から半製品:= 白地，.，:.'woollen 

の輸出園に-転化していたイング ラ ンドは，スチユア一 

ト前期にほ.New D ra p e r ie sや染色Wりo n en，とぃ.ゥ 

た完成品の輸出国に転化しつつあり，上述の贸息变動

.注〔15〕 Fisher, •Commercial Trends and Policy in Sixteenth Century England', iEc. H, i?., Vol.X, 
i94o ) ,〔浅 旧 実 n e 世紀英国贸易の趨势と政策』, 同訳 ri6‘ 7世紀の英国経済J . ( i m ) 卸u a 最近,チュダー後 

期のロンドンの全年度についての統計を，F is h e rから個人的fc提供されたColeman, D. C„ The Economy of 
England 1450- 1750, (1977)がグラフ化している。 '

〔16〕 Fisher, F. J.,. ‘London’s Export T rade in the E arly  Seventeenth] Century', (Ec. H. R., 2nd ser*, Vol. 
I ll, 1953), f：浅田実訳『17世紀前平ロンドンの輸出市場』, 同訳，前掲書，所収〕.

〔17〕 Ramsey, P., 'Overseas Trade in the Reign of Henry VII: the Evidence of Customs Accounts*, (JEc, 
H. R., 2nd ser., V o l .V I ,1953).

〔18〕 Carus-Wilson, E. M‘，and Coleman, O., England*s Export Trade 1275-1547, (1963),
〔19〕 Gould, J‘ D., The Great Debasement: Currency and the Economy in Mid-Tudor England, (1970).
〔20〕 Ramsay, G. D„ *The Smugglers' Trade: A Neglected Aspect of English Gommez'Ciale Developemenf, 

(71 i?. H. S., 5th ser.. V o l . I I ,1952).
〔2り ’ditto, English Oversea Trade, During the Centuries of Emergence, (1959).
〔22〕 Willan, T, S., Studies in Elizabethan Foreign Trade, (1959).
〔23〕 Ruddock, K., ‘London Capitalists and Decline of Southampton in the Early Tudor Period', (Ec, H. 

R.t 2nd sei*., V o l . I I ,1949).
〔24〕. Stephens, W. B,, ‘The Cloth Exports of Provincial Ports, 1600-1640’, ： //. /?., 2nd ser., Vol. XXII, 

1969),
〔25〕 Gould, J. D., ‘Cloth Exports 1600-1640', H. R ‘, 2nd sen, Vol. X X IV ,197り.
〔2(3〕. Stephens, W. B„ Futher Observation on English Cloth Exports, {Ec. //‘ R,, 2nd .set*., Vol. X X I V , , 

1971).
〔27) Cobb, H, S., 'Cloth Exports from London and Southampton in - the L ater Fifteenth and Early Six

teenth Centuries： A Revision*, (Ec. H. /?., Vol. XXXI, 1978) . ，

- ~  121 X 5 2 5 )  —
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Stone, L., ‘S ta te  Control in S ix teenth-C entury  E ngland’, (Ec. H, R" Vol. XVIII> 1947),
Gould, J. D', ‘The Crisis in E xport T rade, 1586ニ 1587，，(Eng. H, R„ Vol. L X X I,け56).
Gould, J. D" ‘T he T rade Depression of the  E arly  1620V, (Ec. H, R" 2nd ser., Vol. VII, 1954), 
Ashton, R‘，‘The P arliam entary  A gita tion  for F ree T rade in the Opening Y ears of Jam es 1 \ (P. & 
P., Y o l  XXXVIII, 1967).
ditto, ‘Jacobean F ree T rade Again*, & P., Vol. XLIII, 1969).
Croft, P., ‘F ree T rade and the  House of Commons, 1605-6*, (Ee, H' i?., 2nd ser., Vol. XXVIII, 1975). 
Notestein, W., Relf, F, H. & Simpson. H., (eds,), Commons Debates 1621, 7vols', (1935) .この他の同様な 

iii料にういては Johiiscm, R. C., 'P a rliam en ta ry  D iaries of the  E arly  S tu a rt Pei’iocT, B, L K  i?" Vol. 
X U V , (1971〉，のリスト参照。

Cooper, J, Pり ‘Economic R egulation and the Cloth Industry  in Seveilteienth C entury  England’，（T, 
R. H, S., 5th seivV oL  20,1969).
Supple, B, Commerciale Crisis and Change in England, 1600-1642, (1959)*
Davis, R., ‘England in the  M editerranean, 1570- 1670’，（in, F isher, R  J., ed., E ssays in the  Economic 
and Social H istory of Tudor & S tu a rt England, 1 9 6 1 ) . .
ditto, ‘The Rise of A ntw erp  and its  E nglish Connection, 1406-1516’, (in, Coleman, D. C , and John, 
A. Iそ,，(eds.)r T rade, Governm ent aiid Economy in P rかIndustrial England, 1076).
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達 れ ^ ^ ^ ^ 族痛̂ 激織細^ ^ ^ ^ 文韻̂ ! 職 幽 雄 ^ ^ ^ ^ ^ ^ - 城 徽 ま

めへん-く しみロ̂ : ^ 巧,^?ダ、
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の過程は同時に輸出品構成の変化の過©でもあっすこ。

3 )これと平行して，輸出市場の重心は, 中 ‘東欧から 

南 * 西欧へと拡散し"^つ移行した。4 )チ ュ ダ 一 前期 

の賀易好況期に毛織物輸出のロンドンベの#き中が強ま 

った。これにせし，半製品から完成品への移行は地方 

港においてより急速に進んだ。

：これらの史実に対して' , 以卞のよ,うな制]而から因果 

連関の設宾が試みられている。 .
⑧ 貿 易 （景気）変動と政策テュ-ダー期の経を政 

まは毛織物輸出動向と密接な対応関係を有するとする 

F i s h e r〔15〕が，.好況湖には自由政策が,不況期には 

規制政策がとられるとするのに対し，S to n e 〔S8〕はこ 

れをrft判し，チューダー期の政策決定因を毛織物輸出 

励向の他,対外関係特に戦争やそれに伴なう財政間題 

やa u t a r k y 及び p a t e r n a l i s m などに求める.ぺきであ 

ると主張している。 さらに， G o u ld 〔19〕； d i t t o 〔29〕 

は，テューダー中期の輸出景気の激変が鋳貨政策に, 
86-87 年不況がスペインとの外交関係に， それぞれ起 

因 す る 、ずれも短期的なものであったことをliSS調して 

いる。 スX ュケート前期につI 、ては， 2 0 年代不況に 

関する F r i i s 〔14〕がある0 U n w in 〔6 0 によっても 

S tu a r t  c o rp o ra tio nとの関速で注目されていたA ld er

m an C ockayne 's P ro je c t (1614-17).を資易特許団体 

間の対立と財政政策の結合としてとらえ，その計i llの 

失敗の余波として20年代不況をとらえている。

③不 況論争 ステュァ'一ト前期の一連の不況論争に 

関しては，前 述 の F r i i s 〔14〕や G o u ld 〔30〕が 20 

ギ代不況の対応過程で: の利害対立を，A s h t o n 〔31〕; 
d i t t o 〔32〕； C ro ft r 33〕力いJa m es I '期の下院め自由

資息输争を，それぞれ扱っている。また， N oteste itt 
C34：] に基づきCo6per C 3 5 jが，21年の下院の論争 

に触れている。とれら一連の不況論争に関する研究は, 

E 述のA 出rfc溶成の★ イ’ヒが，自由資易対規制貿息， 

地 方 港 对 ロ ソ へノといった多様な利害緊張関係の中 

で，それらの刹害対立と相冗捉逾的に進行していたこ 

とを解明しでいる。

④輸出品キ青成の変化と国際的分業機造輸出品構成 

の変化を，イングラ ン'ド半製品工業->低地地方仕上工 

業-^中欧市場（一部完成品は31、す欧市場へ)というチューダ 

- 前期までに確立された毛織物の国際fi)分業構造の解 

♦ との斑祖で考察しようとする研究がある。 F ish e r  

〔16〕は，をの解体期において,半缴品より完成品の方 

がより広範な市場を潜在的に期待しi た点を厳調して 

いる。S u p p le〔36〕は，大陸市場め需耍構造の変化と 

毛織物生産コストの国擦的引下げ競争の結果として輸 

出品構成の変、化を捉えている。

国際的分業構造解体の原因としてほ， F ish e r  C16) 
S u p p le〔36〕; D av is  |；37〕などが一様に，プントワー 

プ市場の崩壞やォランダ独立’運動や三十年戦争などの

連の政治的過程を重祝している。一̂方，経済的側面 

に関しては，F"isliei%〔l 6；3 が中.東欧市場の飽和を重 

祝するめに対.し，S upple〔36〕は柬欧工業の與i i ：反び 

大陸毛織物工業へのスペイン産羊毛の供給の增加など 

を重視している6 また* 最近D a v is〔38〕は，チュー 

ダ一期までの北西欧にぉける海上交通の未発達が内陸 

交通の要地であるアントワュプぺの银中をもたらした, 
という説を主張している。しかL , V、ずれにしても， 

これら大陸にぉる状況とのま!証的照合は不十分であ
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るといえるが，旧分業構造解体の直接の契機となっすこ 

といえるM erchant Adveftturersのアントワレプ市 

場からの放遂に関しては，R a m sa y〔39〕が，イギリ 

ス . スペイン間の政治的.宗教的対立過程を中心に极 

っているo'
イギリスのこうした変イ匕の過程に対応する大陸侧の 

状況に関しでは，ぃわゆる地理上の発見と商業単:命と’ 

の因果関係を批判しようとする，C ip o lla〔40〕； S ella  , 

C41：)： R a p p 〔42〕といったー述の研究や， W ilson  

〔43〕； W e e 〔44〕； H o u t t e 〔45〕などによって，北 

イタリァ完成品工業の衰退や, 低地地方工業めliS成の 

逝 転 (W orsted-^W oollen)や ,テ ュ ダ ー 中 期 を 画  

期とするァントヮプ仕上工業の盛衰などのお実が明 

らかに•されている。（なお, 東欧輪出に関してはZinsC463 

が，バルト海沿岸地域における。ォランダのイギリス追い上 

げ過程，#  r 後者の粗製完成品輸出の衰退過程を，既述の 

port book.を利用して詳細に极つている）。

⑥貿易特許団体との分野の研究は，既述のように 

r初期J においても存在した。L in g b lb a c h〔47〕や 

F r i i s 〔14〕によってなされたその内部組織の考察や， 

U n w in〔8 〕のようように，これを全貿易中の規制的要 . 

因の典M としてとらえ, . 自由貿易的要因と比較したり， 

i 家との関^を考察するものなどが主要な研究視角で

あった。「後期』においてもLevant .CompanyのJoint 
Stock Company から Regurated.'ComDany.への移. 
行過程を扱.づた"VViilan〔4S〕）irtterloper問題も中心 

とするW illa n〔49；] や，20年代海後を中心に,对オ 

ランダ競争のための自由貧愿化の要請と束欧からの輸 

入品確保のための保護贸息化の要請との緊張関係を扱 

ったH in to n〔50〕などにも同 様 / ギ 视 角が展開されて 

いる。しかしながち，当時の寫易於許0 体が特定海外 

市場に対する特定製品の輸出独占梅によって成立する 

ものであれぱ, 輸出市場の移動や輸出品構成のま'化が 

解明された現在，諸資易特評間# 相i ：の関まやj i i i iな 

ども重要な考察題となる。しかし，B ren n e r〔51> 
が，貿易ル一トにより担い手の社会的性格が相違すを 

という仮説を提出しているものの,觸の研究はま 

だほふんど進行しておらず， Robert C52)も，単に籍 

CQmpaniesを並列的に考察しているにすぎない。

⑥成果と課題以上のよ も に,貧易統計も中心とす 

る一速の研究は様々な側面で成果をあげてきている。

また後述するように，依然毛織物生産量や国内需出の 

趨勢が確定困難である現在，毛織物全体の発展のll!サネ 

列像の形成はこれらの研究の成果に依存しなくてはな 

らない。しかしまた，これらの研'ザにっ^ぃては以下の 

ような問題点も指摘しうる。
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まず第一は, 他の諸分野と不均ぎに-織物輸出統計 

の分析0 ふが急速な進歩をとげたため，チューダーお 

よがスチュアート前期め様々な局而't?の変化を辱らそ 

H t  © ifekで説明する傾向が強まったとであり，そ 

，.の意味では.,..Stone C28Dの F i s h e r〔15〕に対すろ批 

判は傾聴に値するものヤあゥだ0 
第: ! に，輸lii品構成の逆化も■際的分業構造の変イ匕 

から説明しようとすも仮说が成立するためには，純経 

清的問題の箱@1内においそも，大陸におけ■る毛織物生， 

廣や需要や物価などの動向力*、広输に雄定され得ること 

が実誕的には必要である.。また-^方，そうした大陸の 

状iaま、化に対応し得おイングラ，ンドS 内の知■応過程の 

考察も不可欠である。

结兰に，毛織物^出趨勢の確定自体にも問題は存す

i 。廣述めように，チューダー期に比してステュケ

ト前期の毛織物輸W統計は不十分やあるが？これは輸 

出関税の全国的統計であるE nro lled  C u sto m s A cc

o un ts  が 1604年までしか利用できず，それ以降は各 

港湾ごとの合帳であるE xchequer P o rt B o o k に頼 

らざるを得ないため，と考えられる。近年の地方港研 

究の盛说はこうb た史料上の背景があるといえよう。 

しかしながら,これらの個別地方港の研究を染積して 

ゆくことによって全国的貿愿趨勢の解明をおこないえ 

る可能性は少ない。何故なら，P o rt B o o kの残存は時 

期的，場所がnこ極めて偏在し，また史料としての精度 

g 体も低いからであも。こうした史料の欠落部分を補 

なう手段として，f e近,操作的に仮定的近似値を算出

する方法が用いられるようにな力てきている。すなわ 

ち，S te p h e n s〔24：1 は, 同一*年次には全港湾について 

残存しないp o rt b o o k sから同一^年次の地方港総輸出 

量を算出するに際して，S upple〔36：}は，ステュプート 

初期のE nro lled  C ustom s A cc o u n ts.欠落年度のロン 

ドンからの輸出量を算出するに際して,それぞれそう 

した方法を用V、ている。しかしながら, をれはS upple 
自身も認めるように，あべまで ‘s ta t i s t ic a l  ju g g lin g ’ 

にすぎないのであり， その精度ほ必ずしも高いもの 

とはいえないんさらに，少なくともチューダー後期以 

降におい t ；は sm ugglii、g の要因を考慮に入れれば， 

E n ro lled  C ustom s A c c o u n ts，が利用可t i な時期i^l関 

しても，質易趨勢を統計的に確索することは極めて困 

難せあるといえよb b 従って，貿易統計なしに資息趨 

勢を確定するととが不可能であったと词時にい貿息統 

l i ，0 4 a こよって資易趨勢を確定しようとする試みは限 

界>^近づいていると結論せざるを得ない。

(2) 地域史研究

地域史的研究は，す で に ！■初期r に も V ' a H *  
S u f f o lk に寄稿した U h w in 〔ア〕や 『後期J タの邁 

渡期に位置するH e a tc m 〔53〕，-が存在レたが，''•'後期J 

に入ると毛織物史研究の中心的位置を占広& な地域 

がその对象となってきている。北部に関しては， T u- 
D l in g 〔54〕； C r u m p 〔55〕; W a d sw o rth  & M ann 

〔56〕； L o w e 〔57〕, 部に関しては，R a m s a y 〔58〕；

P e r r y 〔59〕； M e n d en lia il〔60〕； C arus-W i.lson〔6 l〕i

注〔53〕 Heaton, H., T he Y orkshire Woollen and W orsted Industries from  the E arliest T im es up to the

Industrial Revolution, (1920).
〔54〕 Tupling, G. H., T he Economic H istory  of Rbssendale, (1927).
〔55〕 Crump. W. B.’ and G horbal,G ., ‘H istory  of the  H uddersfield Woollen Industry*, iHandbook o f  the

Tolson Memorial Mus" VoL Iも 1935)‘
〔56) W adsw orth, A. P., and Mann. J. de L.. T he Cotton T rade and Industrial Lancashire, 1600-1780,

(1931).
〔57〕 L6we, N., T he L ancashire T ex tile  Industry  in th e  S ix teen th  Century, (1972).
〔5わ Ram say, G. D., The. W iltsh ire Woollen Industry  in  th e  S ixteenth and Seventeenth  Centuries, (1943) 

C2nd ccl. (1965)>
〔59〕 P erry , R., ‘T he Gloucestershire Woollen I n d u s t ry ,1100-1690', (Transaction o f the Bristol and Gtouces-

te fsh ifc  Archceologiccil Society^ Vol. LXVI> 1947).
(60：) M endenhall,T . C., T he S hrew sbury  D rapers and th e  W elsh T rade in the XVI th  and XV IIth Centu-

r ie。 （1953)*
〔6り Carus.W ilson, E. M.,*The W oollen In dustry  before 1550*, (in, C ritta ll ,E ., (e d .) ,ド‘C.ぱ Wiltshire, Yol,

I V , 1959). .
〔62). Mann, J, de L., ‘T e x tile . Industries since 1550*, (in, C d t ta l l ,E リ（ed‘) ，K  C, H. Wiltshire, V o l .IV’ 195 ),
〔6め T ann, J., G loucestershire Woollen Mills, (196^).
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M aiiii〔62〕： T a i ln 〔63); M ann〔64〕》束 部 に 関 し て 度 の 差とそあれいずれもドイツifcEl傘の影響★受け 

は, PUが m C65); Allison C66：l； PilgHm (：67：lが相次ているととは庇に述べた通りであるが , にfU,
V、で出現し, 当時のさ大毛織物生庫:地域全体を力 

f るチ至づており，ま た 方 や , r初期J とは5 .̂きを 

角や史料の利用などに関しても大きな変化がみられる。

①生ま物構成0 变化チューダーおよびスチシアー， 

ト前如において, 輸出品構成の重心が半製品から完成 

品へと移行したととは既に述べたが，同様なま化がi  
摩に関しても進行していたこともこれら一連の地域史 

研究は解明してきている。し力、し, - この変'化は主要な 

地域に関しでだけでも；西部では未仕上w o o lle nから 

染色 \ゲ001161̂ へ, 南策部 . 東部でほw o o l le n ないし 

.w o rs te d，かち .N ew  D ra p e d e s へ , 北部では変化かし

，しても g ild  sy s tem  —>donlestic sy s tem  —> facto ry  
s y s t e m という発展段階説の全西a — 口ッバ地域ぺの 

普遍妥当性に対する絶大な信頼が存在していた。すな 

わち ’. H e a to n〔53〕..は_ ヨ 一々シャ一 に つ いて,..;まず中 

世後期における i 市 工 業 の 衰 退 と 衆 の 興 陸 を 考  

察した上で，中世におけろ gild  s y s t e m と産業革;命 

期のね c tb ry  s y s t e m の中間段階をチュ一 ダーおよび 

.ステュアート期のウェス.ト.ライディソ グを中心とする 

農-村工業の生組織形態の f/3に求めるといも考察視角 

を設定し，この時期のヨークシャーに:最も特徴的か/丄ニ 

産鲍織を'、リプァックス条例の前文にみられるような

(北部の一部では粗製、v^o.on,enからfu s tianないしworstedへ：T 織元の家族的傘まの内に求め，これれっズ織元が亩

といった地城ごとに多様な行速度や形態をとってぉ 

り, インダラソ ドの甲際的分業構造上の地位の変化は 

時イシグランド内部の地iも間务無の変化とネ 

行して進行していたことが明らかになった。

' ②生ま

1 ) 「初期J の研究との比较。

生産組織の研梵ほ最も箸しい変化がみられた分野の 

つである。その第一は , P ro b a te  R e c o r d s類の利 

用の増加という史料的侧面に現われた変化である。す 

なわち，.:「セJ期J に属する U n w in 〔7 .〕は専ら法制史 

料に依存し， r後期 J への過渡湖に位置する H eaton 
〔53；) % P ro b a te  R e c o r d sを用いつつも基本的には 

ハリファジクス条例などの法制史料に依存していると 

いえよう◊ これに対•し て r後期J のEl大毛織物生産地 

域に関する代表的研究である西部のR a m sa y  C58：I, 
東 部 の A llison  C 6 6 ) ,北部の Low e C57> はいずれも 

P ro b a te  R e c o r d sを用いており，さらだ_これらの内 

でも最近のものほダそれへの依存度は高まっており， 

P ro b a te  R e c o r d sの'分析が毛織物生産の全主要工程 

を包摂するようになる一方，その分析は単なる所有関 

係だけでなく信用関係にも及ぶに至っている。

. 第;;!のそしてより決定的変化は, 生産組織の辜着;^ 
箱の設定に関わる変化で' ある。r初期j の研究者は程

ら商業活動に従事するゥィルトシャーなど西部とは異 

なる<lomestic s y s te m であったと親定しでいる。ま 

たLlpson〔10〕，〔11：)は，北部に関してはHがton C53D 
に，西部に関してはいわゆる巨大織元の旣存め研究に 

主として基づき，チュ"ダーおよびステュアート前期 

を華ネ的には' domestic s y s te m の段階とみかした 

上で，北部をその第-^段階,西部をその第二段隨であ 

ると位置'^ けている。すなわち西部の織元はentre. 
pt*eneurでポり，^^ま者は織布エや仕上エであり，こ 

.の組織形態こそが実際の生産:^ (manual w orkers)が 

道具は所有するが原料は所有しないも'のi してのdo- 
mestic s y s te m の典里であるとずる一方，北部にお 

けるま際の生産者である織元が道具.原料ともに所有 

する生産組織は, . ぶild organi2a d 6n ，なきgild sys- 
t e m である，と規定している。

これに対し，「後期J の一迪の地域史研究からは， 

チューダーおよびスチュアート前期のイングランド毛 

織物工業の生産組織の内にdomestic s y s te m の检出 

を試みる，という問題設定は実質上消失している。 

Colem an〔68〕は歴史学派的発展段階説省在に尘産組 

織の段階姨型として様々な不十分さが存すると指摘 

している。しかしそれと同時に，あそいはそれ以上にt 
19世紀ドイツに固有のま践的課題と結びつき，ますこド

法〔64〕 Mann, J. de L., T he Cloth Ind u stry  in the W est of England from  1640 to 1880, a971)‘
C65> Pilgrim , J. E„ *The Rise of th e  *'New Draperies*' in Essex', ^University o f Birmingham Historical 

Journal, Vol. VII, 1959).

〔66〕 Allison, K.X, *The Norfolk W orsted Industry  in the S ixteenth  and Seventeenth Centuries，，( Yorks
hire Bulletin o f Economic and Social Research, Vols. XII, 1960 & XIII, 1961).

〔67〕 Pilgrim , J. E., ‘T he Cloth Industry  in E ast Anglia*, (in, Jenkins, L G., (ed.), T he Wool T extile  Indu
s try  in G reat Britain, 1972), ■'

〔68〕’ C olem ali,D； C., T he Domestic System  in Industry , (1960),

—— \ 2 t { 5 2 9 )  _
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イツを中心とする大陸ふお卖を概設定の孕礎とす号 

歴史学派発展段階说を，そうした卖践ゆ関心と無関速 

に大睡的な意味での中世都市の発展の極めて微弱であ’ 

ったイングジ.ンドに適用することの無意嗓さと困難さ 

が猜摘されわぱならない0 L Ip so tt〔11〕による北部の 

織元の規定などは,こうした眼界挫を典型的にポして 

いる0

2 )主5?生廣地域の代ま的研究。

三大毛織物生産地[こついての •■後期j における代ま ' 

的研究を概鶴する。

西部に関しては，その最大め中心地であるウィルト 

.ャ シーに関するR a m s a y〔58〕;̂ ^代表的研究である。.彼 

は，半製品w h ite  b road  c l o t h 生産が支配的であるチ 

ふ一ダづUi,.'Spanish c l o t h などの完成品生産への移 

行期であるスチュアート初期，後者の生産が本格化す 

るスチュプート後期，という主お生産物の変化に胖う 

ife j j区务を設定し, チCX— ダー期には特殊な巨大織元 

が出瑰する^ 方, 基本的には♦数の織機を所有する大 

織元層と] n d u s td a l  p r o le t a r i a tとによる生産組織と 

並んで，自己の織機を所有する擬似独立（quasi inde

pendent) な織布エなどによる生産組織とが併存すると 

し，前者の生産組織が支配的となるのはステュアート 

後期であるとしている。こうした考察に立って，西部 

と北部の相違は，テュ 一 ダー期にはその朋芽がみられ 

るにすぎないとみなしている。しかしながら,彼の班 

究には次のような問題点が存在する。そ の 第 は ，彼 

のP ro b a te .R ecO rd sの分折は生産用具の所有関係に限 

定されており，原料 ♦製品の所有関係やそれらの信用 

関係に分析が及んでおらず，q u a s iの意味が不明確で 

ある点である。その第二は，彼自身が明らかにしたよ 

うに，西部においては半製品生産の最終工程である縮 

純 （fu llh ig) 工程までにすべてのキ製品は大纖元の所 

有に帰するという史実を考慮に入れるならぱ，西部の 

quasi in dependen tな織布エなどに対する大織元の閲 

係は，北部にも存在したリ一ズの大織元のそれとは異 

なるものとみなさなくてはならないという点である。

部に関しては， ノーフォークに関するAllison 
〔66)が代表的研究である。彼もN ew D rapポ e s 導入 

直後の基本的には旧w o rs te d生座‘が中心であったテ 

ューダー末期からスチュアート前期にかけての時期と， 

New D ra p e rie sのを産が本格化したスチ'ュプート後

期，という主耍生産物の変化に伴う時期区分を設定し 

て考察しており，前者においてはindependent master 
c ra f tm a nによる小規模生産組織が支配的であること 

を，後者においてはすでに「初期J においてもm aster 
com berの活動とめ関連で知られていた紐糸エぎにお 

'けるiimtting.out. systemや原料*製品‘織機り所有に 

関して雨極分解がみられることを解明したA Allison 
の廣究は, r初期J にははとんど不明であった束部の 

生産組織の解明を試みた点や，都市と農れの間の生産 

組織の質的相違の有無を解明しようとした点など画期 

的な侧而をもつ反面, 大量の inventoriesを用い,そ 

の平均1̂；層の生産組織をもって支配的なものとみなす 

点や原料. 製品のさto c k を所有せぬ層を直ちにinde. 
pendentと解釈している点など!"こは問趣を残している。

北部に関しては，ラン力シャーについてのLowe 
C573の研究がある。彼自★ は粗製w o o llenが主要 

生産物であったチュ一ダー期を主要#察対象としてお 

り， fustian -^w orstedが導入されるステュアト期 

に関してはW adsworth & M ann〔56〕に依抛!してい 

るが， みA'イ'匕をi 耍生産物のま化との関連で 

考察している点はR am say〔58〕やAlHsoii〔66〕と同 

様である。すなわち，チューダー期には独立の小織元 

• 織布エによる生産が1E倒的であり，大織元の支配が 

強まるの•はステュァ一ト後期であるとしている。 ' Lo- 
w e の.特徴の第一は，織後などの生▲用具は戚M格で 

•あり* またその]^有数と稼動数は必ずしも一致しない 

点を指摘し， 製品を所有する化産者をもって独 

立の生産者とみなしていることである。さちに，原料 

. 製品のs to c k までは既にA lliso nの段階でも分析 

対象とされていたが,その信用関係にも独特の解釈を 

示した点にL o w eの第二の特徴がある。すなわち，織 

.元と織-イ|Jエの間に信用閑係が成立することは商者が独 

であることを意味し，従ってそれが原料 

，製品に伴う信用関係であっても兩者に信用関係が成 

立し得る限りはputting-out sy s te m の前貸とは区別 

されるべきであるとしている。この間題は，その信用 

関係の奨質がin v en to ryだけからは判断しえないた 

め，その解釈如何ではL ow eが生産者的織元とみなし 

た織元を問靡制前貸商人とする見解Bagley C 6 9 jも 
可能となりえた。

③成果と課題地域史研究の進展は，デュ-*ダーお

注〔69) Bagley, J. J., *Mattew M arklaiid, a W igaii M ercer： the M anufacture and Sale of L ancashire T ex 
tiles in th e  Reign of E lizabeth I and Jam es V, ^Lancashire and Cheshire Antiquarian Society, Vol. 
LXVIII, 1958). ,
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よびスチュアート期において生摩物構成り重心，動が 

各地域においで多棟な形態をとって進行したととを解 

明した。かぐして，生ま組梭の考察は，イングランド 

各毛織物生逾地域に則する新なな時期区分のメルクマ 

一ルを与えられることになり, 歴史学派の影響下にお 

いで，’gild system からdomestic systeih への移行 

としてとらえた生産組織の段階変化を，中世末以来の 

イングランド毛織後工業の都市工業から農村工業への 

移行過箱の内に檢出しようとする間題談宾はし,
代 っ て生産物構成の恋化との関連でを座ま織の变化を 

考察するという視角が導入された。 方史;f tの側面 

では, 「初撒] における法制史料の地位‘は, Count y 

R ecord  O tf lc e sなど{"こ保存されているP r o ta te  Rec- 
o r d s によって取って代わられた。 ，

これらのま化は,面では生産組構の実態によりせ 

まるものであった反面, 様々な問題点も生起させた。 

すなわち，時期区分の基準の变化は, チュ+ダーおよ 

びステ义アート助イン，ダランドの史実により適合的な' 
時期区分を設定+ ることを可能にさせ，「初期1 にお 

ける歴史学派発展段障説をイングランドに適用するこ 

とに伴う既述の問題点を解消させた反面, r初期j の 

段階E 分がもっ時期間比較基準の多面まをも失なわせ 

ることになった。この傾向はr後期j に属する研究め 

う' ^でも最のも程強くなってお , 生産組織ま； 

化を歴史り他の局面との関連でとらえることを次第に， 

困難にさせている。

一方，史料の利用に間しても同様な問題が存在する。 

Probate R eco rd sの利用方法に!^する間翅点は各研 

究者ごとに既に遮べたので，ここではそのポIjiilらA の 

問題点を指觸してお*C o まず, . ’Probate Records.類.， 

は一定時期の法形式上の所有!^係のみ,を反映している 

にすぎないとい. う問題がある。従って，r初期J 以来 

利用されてきた法制史料（特に栽判関係）や会計簿類と 

の併用が要請されろが，後者はC o w a rd〔70〕； Ken. 
n e t t〔71〕といった特殊な料を除いては,現狀では 

利用が困難である，o また，Probate R ecords類ゆ個別 

経営の状爐のみを反映しているにすぎないという問殖 

があり，' 先の時期区分基準の变化と相俟って,生産組 

織の特質を規定する要因のうち，個別経営史料に反映 

されない要因を輕棵させる斌向を撒めている。さらに

Probate Recoi*ds類の内,，特にInve'ntoびに関して 

は以下のような問題点を指摘しうる。まず第—に，In- 
v e n to ryにM映されうる所有関係は動廣のみである 

という点である。士地所有関係がH 映されないことは， 

とりわけ農村工業の考察などの際にffi大な障書となり， 

可能な場合には（屯纖檢生i t者がtem m t in chief (直接受 

勤ねである場合には)，Inquisition post mortem (死ま. 
滅問ね) や （1540ジm 降すなわち不動産遺言法成立以降の填 

合には）w i l lとの併用が望ましいが，実際には困難で 

あろう。，.ニ {■こ，检認がd io cese以下のc o u r tで行 

なわれなかった者，すなわち-^般的には最上層の生産 

者の. Inventory.は，County Record Offices.などで. 
はなく Somerset H o u seに保管されているが，これ 

ま,た現状では利用が極めて困難であることがしぱしぱ 

指摘されている(例えぱHoskins, W‘ G., Local History 
in England, p. iO L \ 第三に） Inventory を残す層は 

，単に全生;蜜著の- ;部："Cあるだけでなく，# 金 於  

(中層以上）であるという問題がある。従って，..Inve- 
n to ryのみをも力;t：一定の地域ないし生産部門の生産 

組織のま配的形態を確定する方法には限界があるとい 

えるf ’ ■
こうした問題のうち，かなりの部分は本稿〔II >(3) 

や〔瓜〕で扱う分野の研梵によって用いられ;^史料に反 

映されうる耍因によって補いうるので，それらとの照 

合が要請される。また，そのことを通じて ,I■後期J 

の毛織物業容の時期区分の®準も他の廣史局面との関 

連を0 復するととが可能となるであろう。-

《3)その他の諸問®

①国内流通一迪の地域史班究の成果から予測され 

るこの時期の旧内地域間分業構造の变化を確定するた 

めには，地域ごと，生産物ごとの生産量(ないし国内消費 

量）の推移や国内の流通構造が解明されなけれぱなら 

ない。基本的には外国質易と同様に考察しうる沿岸流 

通の問題を除けぱ，これらは主として毛織物检を岛係 

. の史料によって研究が進められてきている。しかしな 

がら，これらの間題は依然として未解明な部分が多い。

生産量に関しては，す で に r初期J において， DO 
u ln ag e  (販売用屯截物のiMd料)統 を j liいて都ホと農村 

の生座‘量を比较したH e a to i i〔53〕 の就みが存在した。

注〔70〕 Coward, E., 'W illiam  Gaby, His Book, 1656', ( W iltshire Archaeological and N atural HHtory Magazine, 
VoL V I , 1933),

〔7り K ennett, D. H., 'A Pauper Cloth-Making' Account of the  Seventeenth C en tu ry* ,び extile Histoty, 
V ol.IV , 1973). , '■



  —   :
Carus-Wilson, E. M., 'T he A ulnage Accounts: A Criticism ’，̂ Ec. H  i?., V o l . I I ,1929).
Thirsk, J., ‘T he F antastical Folly of Fashion: the  English Stocking K nitting  Industry , 1500-1700*, 
(in, H arte, N. B., and Ponfing, K. G., (eds.). T extile  H istory and Economic History, 1973).
W illan, T. S., T he English Coasting T rade 1600-1750, (1938).
Ram say, G. D., ‘T he D istribution of Cloth Industry  in 1561-2% ^Eng. H. R„ Vol. L V II ,19ゆ * ■'
W illiams, N, J., ‘Two Documents Concerning the  New D raperies’，(JSc. H. R., V o l . I V ,1952).
Jolles, D. W., 'The **HalIage'» Receipts of London Cloth M arkets, 1562-C.1720', {Ec. H. R., 2nd ser„ 
Vol. XXV, 1972).
E veritt, A., ‘The M aketing of AgricuUu.ral Produce', (in, T hirsk , J., (e<l.), T he A grarian  H istory of 
England and Wales, V o l . I V ,1500-1640, 1967).
W illan, T. S., T he Inland Trade, (1976).
Bowden, P. J., ‘Tl^e Horne M arket in Wool, 1500-1700'. CYorkshife Bulletin o f Economic and Social 
Research, Vol. VIII, 1956).
Ta\yney, R. H., An Historical Introduction to A  Discourse upon Usury by Thm as Wilson, (1925).
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しかし, lU nage統計は形骸化，固定化の値向が.箸し 

< , 特定の年度か除いてはォリジナルガ、ない，という 

C afus-W ilson [72' }に よる批判があり，この方法で 

の生量の時系列的確定は困難である。また，'上産量 

の確定のためではないが, ’th iV s k〔73：1 も ulnage 

を史料として)Uいていホ。輸出Iを構成の変化は，イン 

グランド各地の生]^物!!セ成の多様性を反映し得ないこ 

とは廣に迷ぺたが，それはまた，国A市場向生産物の 

ill向も反映し得/ぶい。T h i i - s k 〔73> によれぱ，靴下 

編工業はそうした生産物を生産する代表的工業であり， 

従来襄忖的副業としそ行なわれ'^いた靴下編工業は，

チュ一ダ一後期以1C急速かづ広絡に国内市場セ重要性 

を高めるに至った。

ま ® の問題のうち, 沿 岸 流述に関しモ は，外国 

ま と 同 様 E xchequer P ort B o o k を利 )fjすること 

が可能である。 〔74〕は，1?世紀の段階では， 

沿 岸 収弓Iは国内消費のためではなく輸出の一^環をなし ‘ 

ていたこと，またま南海摩と西海さとでは程:度の差は 

ある力’、，仕向地がロンドシへ染中していたこと，など 

を明らかにした。， R a m s a y 〔75〕； W i l l ia m s〔76〕； 

J o n e s〔7力の譜研究は，いずれも B lackw ell H all 

や地方都市のま織物梭查場における不良Rもの摘発や検 

查料の統i f を提示しており，国内流通構造の実態の一 

部を解明したもめである。しかし，この時域の内陸取 

. 引の発速は，么 if勺m A 取引によるよりも私的個人間取 

弓Iに，よるものであったという-.E v e r i t t〔78〕の指摘にも 

かかわらず，後者が上述の諸研究の用いたような史料 

に反映される可能性は極めて少ない。その意味では， 

W i l l a n 〔ア9〕はその間隙を迪めうるもめであったが， 

主として既存のca se .'s tu d ie s 'に基づいているため， 

地域的偏差が激しく，毛織物取引にとって最も重要な

いくつかの地域力t欠落している。従って，かつてCa- 
rus-Wilson〔61〕によって分析された個別商人の 
memoranch、m の利用や，.非合法取引の規制状熊を反 
映するCourl; of'.Retiuest関係の'史料のよ.り一層の 
利用が耍諸される-^方，後述の新たな都ポ史の成来と 
の照合も必耍となるであろう。

B o w d en〔80〕は, かの1615 年の Met chant S ta
plers の請廣書（S. P. D., James I* Vol. LX X X ,13) 

に基づいて，围内の羊毛取弓I ‘毛織物取引およびそれ 

らに伴う商業信用関係の類趣化を試みたものである。

ヤaWney‘X8l〕は，Iより広範な谱用! !係を，貧困小所 
有層や没落'gentryから産業や'土地への投资家ぺとい 
う借手の変化を中心に扱っている。
②規制政策既述の毛織物貿易政策の他，この時期 

の毛織物に関¥ る経済政策としては，チューダー中期 
以降の一速り規制政まが重要な考察対象となっており， 
それらの策大成ともいえるいわゆる徒弟法〔5 Eliz.c. 
m をホ心に研☆ が進められてきている。

rあ)期J .においてはC unn ingham 〔4 〕. や Unwin

〔6 〕などによって* 主として政策;意因をめぐ-5 て研 

究が進められ，旣存の地域•産業別立法の国民的統一 

及び都市一手工業,農村一 農業体制の維持を意因した 

ものであるという位置づけがなされた6 この位置づけ 

は，チューダー彻を都市経済- > 国民経済, gi ld sys- 
tem ~>dom estic sy s te m .:の移行期としてとらえ，経 : 

清政策を自由な経済活動の発展に対する保守的規制に 

すぎない，ととらえるU n w in 〔6 〕の展史i l に立てば 

当然のものといえよう。しかし.，今そのことの是非を 

間、、得ないとしても，「初期』の研究者に散見される 

法傳の条解釈からその政策意図を析しようと，し 

た方法のもつ限界は，指摘されなくてはならないホあ

か》-丄;ふI びス て̂̂̂
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チュ—ダー，ステュア•^ト前期のイギリス毛織物工業

ろ,う。何故なら,法律の突質的な政策意図やさらには 

麽史的意義は，その条文自体と同時に，そのホ立過邊 

や実施過程の考察によっ て解明されうるからである。  

し力、し，その成立過程の考察は, Bi ndo f f〔82〕などで 

追求されているものの，基本的には史料的限界(こより 

研究が進んでおらず，以下では実施過程の研究を概観 

する。

徒弟法のニ大構成要素のうち，賃銀規制に関しては 

早ぐから研究があり，Taw ney〔83j はその実施過程の 

分析により，規制の効果を過少評fill'iするCunningham 
〔4 〕などの通説を拱利する一方,毛織物工業につい 

ては最低賞銀規制として毛織物工業以外の産業にっ\^、 

ては農業も舍めて最高賃銀規制として実施されたこと 

に窘目し, R o g e rs〔84〕以来の賃銀抑庄の侧面を-^ 
面的に強調する通説に封する批丰Ijも行なっている。

これに対し，徒弟規制の実施過键に関してほ，生と 

してCivU W a r以降の都市における状況を考察した 

Dunlop & Denman ( 8 5 ^ が比较的早、時期に現われ 

たが，農村も舍めた実施状況は，GayC86-aD； Davies 
〔86，b〕により解明されつつある。 Davies (旧姓Gay) 
め二つの研☆は，いずれも史料的には西部の毛織物:r  
業地域における徒弟法などの一速の規制法に対する違 

反め告発(information)記録に基つ’き，テ*ゥ‘ォソふャ 

一から西部サマセットシャっにかけてめ小I?富織物地域 

とウイルトヤーから東部サマセ、ッ，ト、シ.ヤ一にかけて 

の末仕上広幅織物地域とにおける告発数の趨勢のき 

を明らかにしたものである。し力、し，前書〔86み〕にお 

いすは，その相違を基礎に，政簿の実施過殺と同時に 

成立過程背後の利言对立の析出を試みているのに対し,

後書〔86-b〕においては,その相違と両地域の輸出趨勢 

の相違との関速の解明を試みており,、まさにrあ)期Jと 

r後如Jの研究勁向の相違を同-^め桃究者が象後的に体 

現していを。’，また，’Bei.esfりrd〔87〕も..common inf6r.- 
iTieî s (民間刑事告発人) Iこよる告発を极っており,告発 

対象ぢi)の時系列分析とステュマU ト初期のこの制度ね 

関するま争の分.折を通じて,，チ . ュ '一 ダ'-"中期から1624 
年の間に特にそれが経済法の強制段及び間接桃め徽 

収手段として用いられた点を強調しでいる。以上のよ 

うに告発に開する-^連の研究は，様々な部面で成果を 

あげてきているが，これらの研究における限界は,告 

発数が、直ちにその地城な1/、し産業における立法り，iftrfilj 
力の指標とならないことである。何故なら，告発の数 

自体は,規制法が守られでいたから告ざき数が少ないの 

力、，告発数が少ないととが守られていなかっ7̂とことを 

意味するのか，を明らかにしえないからである。

，規制政策のうち，原料竿毛に関して 'は， Bowden 

〔88〕の研^究が存する0 羊毛の国内流通の担い手を~- 
定め層r 限定した羊毛売買時期制限法の制定( ほ5禅 ） 

力、ら，. 羊毛輪出禁止（ぱ!4年) ， M erch an t S ta p le rs®  
国⑤流通特権の喪失（I6I5年) , その特権の…時的回復 

を経て,最終的に羊毛売買自由化法案が可決される 

(1‘62'1年）までめ過程を , 毛織物:C業の発展に伴う， 

M e rc h an t S ta p le rs, 下院に結策する地主層および遠 

法摘発権のP a te n t e e 相互の利害関係の推移とめ関速 

で扱っている。

③特殊織元特定の個別完に関する研究は古くか 

ら存在し，. 「初期j には.Deloney〔的〕；M anley〔90〕';,

注〔82〕

1J. 

3
 

.
4 

5
 

8 

8 

C
 

C

_______  M cC lenaghan〔91〕といった，いわゆるぽ大綠元を扱

Bindoff, S. T., *1 he M aking of the S ta tu te  of A rtificers ', (in, Bindoff and o thers (eds.), E lizabethan 
G overnm ent and S o c ie ty ,196り.'

〔83〕’ T aw ney , R. H., ‘T he Assessm ent of W ages in England by Justices of the Peace*,( Vierteljahrschrift 
fu r  Sdzial-und Wirtschafts-geschichte, Bd. X I , 1913).
Rogers, J, E. T., A H istory of A gricu ltu ra l and P rice irt England, 7vols., (1882-1902).'
Dunlop, O. J., and Denman, R. D„ English Appi-enticeship and Child Labour, (1912).

〔86-a) Gay. M. R., * Aspects of E lizabethan Apprenticeship*, (in, F acts and F actors in Economic H istory； 
A rticles by form er S tudents of Edwin F rancis Gay, 1932).

〔86-b〕Davies, M. G., T he Enforcem ent of English A pprenticeship： A S tudy in Applied Mercantilism* 
1563-1642, CHarvard Economic Studies, Vol. XCVII, ( 1956)).

〔87〕 Beresford, M. W., *The Common Inform er, T he Peiial S ta tu tes and Economic Regulation', (JSo. H. 
R., 2nd ser" 1957).

〔88〕 Bowden, P. J., T he Wool T rade in Tudor and S tu a r t England, (1962)*
〔89〕 Deloney, T., ‘T he P leasan t H istory of Jack of N ew bury、Mann, F. 0., (ed.), W orks, (1912).
〔90〕 M anley, F. H„ ‘W illiam  Stuinpe of M alm esbury, His Deseildants and R elatives', ( Wiltshire Not6s 

and Queries, Y o \. VIII, 1916).
C91D M cClenaghaii, B., T he Springs of Laveiihain and the Suffolk Cloth T rade in the XVth. and XVItli

ハ ‘ - . ‘ ’ __________  - .Centuries, (1924).
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った史料や研究が現われた。 [後期』で は M o i r〔92〕 
西部における染色w o o l l e n 生まめ導人者の一人やあ 

った，'"W ^b .を扱ろている。

④ 生 ま 枝 術 Indv istria l A rc h a e o lo g yの成渠も取 

り入れ，毛織物技術史を，大成したものとしては Je n ‘ 

k in s  C93Dがあり，また技術史的傾向の '、地域史と 

してはT a n n 〔63〕； P o n t i n g 〔9 4 ) .があるが，いずれ . 

も考察の中心はま藥★ 命前後にある0 また生産物構成 

との関速を扱ゥたものとしては， Lem on C95D； 

C o le m a n 〔％〕があり，前者は生産物構成の変化と 

f e A 技術の改良との開係を，後 者 は N ew  D ra p e rie s  

の技術的起源を， とイソ グラソ ド伝i の擧村工業 

双方の技術的発展の結合に見い出さなくてはならない 

点を，それぞれ指摘している。

られた。 W einbaum 〔97〕： J o h n s o n〔98〕などによ 

るそれらの編慕や，Gross ‘ 〔99〕などによるをの起 

減の迫求や，C o n s it t〔1り0 ) に代まされる個別Coin, 

p a n y を扱ったものなどがJj4型的なものであり，また 

Unwirt CiOlD； Unwin C 6 〕； C(msitt〔100〕； Kranimer 
〔102：): F is h e r〔103：) などにみられる，イギリス史に 

.おけるvoluntary a s s o c ia tio nとしてのg ild，の服 

れ的役割を間うとと， とりわけ旣述め発展段階説と

の関連で，テューダ" および乂テュァ~^ト期にその存

i m 関 連 分 軟

既述の地域史拼究が個別経営の生ま組織に考察の®  

心を移しっっある瑰在，単なる個別営の集合体とは 

区別.さ れ る の 考 察 は , 〔 〕(3)で概観した 

国内流通の研究と並んで都市史および農 村 ，農業史の 

研究において進行している。. ネこで，最後にこれらの 

分野の諸研究をそうした関速で概観する。

①都 市 史 r初期J の都市史は，まさにb o r o u g h と 

g ild  c o m p a n y との歴史であり，.それらの charteirs 

類や個々の .Com pany R e c o r d sを基礎班究が進め

在意義を失ないつつあったg i l d 再編策ゃ変貧過程を 

問うことが, 最も有力な研究視角でもった。 [後期J 

にぉいてもこうしたタイプの研究は進展しており， 

B e r e s f o r d 〔104〕による史料編冀, P l u m m e r 〔105〕

I'こよる個別C bm pany .の研'也 :T a l l . i s e i* 〔106〕.'によ 

る g i l d 間の併合過殺に得するK i^am m er'〔102〕説の 

批判などが，その代表的なものといえる。またR am 
say  〔107〕は,既述め  A lderm an  Cockaytie^s Pro* 

j e c tに収敛してゆく譜対i の内， ロシドシの仕上工• 
仕上品輪出業者とM erch an t A d v t o t u r e r sとのチュ 

一ダー後期にぉける対立過程を，主 に C om pany Re- 

c o r d s に基づいて考察している。

しかし， •■後期j にはこれらと異なる研究視角がら 

の都市史が現われた。そ れ は m u s te r  r o l l (軍役適格 

者名簿) , Subs i dy r e t u r n s  (特別臨時課税簿）や free- 

m en 's r e g is t e r . ( 自由ホ民登敲簿）といった史料を用い， 

一 定 地 域 の を 檢 討 す る こ と に よ り ，都市内部

め

0

の
 

び

び

ぴ

び

び

.注

：
.
-

〔97〕
〔98〕
〔99〕

Moir, E., 'Benedict W ebb C lothier', {Ec. H, R,, 2nd shr., Voh X , 1957),
Jenkins. J. G., (ed.), T he Wool T ex tile  Industry  in G reat B ritain , (1972).
Ponting, K. G., T he Woollen In dustry  of South W est England, (1971).
Lemon, H,, 'T he  Developem ent of Hand Spinning W heels', ^Textile History, Vol. I, 1968).
Coleman, D. C., ‘An Innovation and Its  Diffusion： th e  "New Draperies", (^Ec. H. R., 2nd ser" Vol. 
XXII, 1969).
W einbaum, M., B ritish Borough C hattel's, 1307-1660, (1943).,
Johnson, A. H‘，T he H istory of W orshipful Company of the  D rapers of London, 5vols., (1914-22》 
Gloss, C" T he Gild M erchant： A  Contribution to B ritish M unicipal History, 2vols" (1890).

〔100〕Consitt, F„ T he London W eavers’ Company, (1933).
〔I'On Unwin, T h e  Gilds and Companies of London, (1908).

Kram m er, S., T he English C raft Gilds, S tudies in the ir P rogress and Decline, (1927).
F isher, F. J., 'Some Experim ents in  Company O rganization in the  E arly  Seventeen th  C entury ', 
XEc.,H. R., V o l . I V , 1 9 3 3 ) . ,
Beresford, M‘ W. & Finberg, H. R  R., English M edieval Boroughs, A Hand-List, (1973).
Plum m er, A., T he London W eavers ' Company 1600-1970, (1972).
Palliser, D. M., *The T rade Gilds of Tudor York*, (in, C lark, P. & Slack, P., (eds.), Crisis and O lder 
in English Town§, 1972),
Ramsay, G. D., *Clothworkers, M erchant A dventurers and R ichard Hakluyt*, ^Eng, H. R„ V o l.92* 

1977).
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テ ダ-^ • スチ アニト前期のイギリスミ6 織物工業

や都市周辺地城の経済描造，社会桃造を考察しようと 

するものである。muster rollの分析は，既I；こTawney 
& T a w n e y〔108〕や P e r r y 〔5 9 )によってなされ， 

ステCXアト初湖のグロスターシャーについて* かな 

りの割合の非嚴享人口の# 在, 地域特化の進行，階層 

分化の© 度の抵さ，などが指搞されていた。をの後， 

こうした手法力’、都市史にも適用されるに至った。こう 

した方向を目達した都市史は， subsidy re tu rn s額に 

よ.る諸都ホ間の比較と.とも'に, . m uster roll . subsidy 
re tu rn s，むeemen’s reg istersなどに現われた Midi， 
a n d s の三都市の職業構成の比絞を通じて，諸都市の 

経済• 社会構造の比較を試みたriosk ins〔109：! により 

先鞭をつけられ，バツキンガムシャー，ラツ.トラソド 

およびサセタクス0 諸都市のsubsidy l i s t sを用いて 

都市内め陪層分化を考察したC o rn w all〔110〕などに 

よりとの傾向は定着し，. 最近，ロンドン市のregisters 
and admission books of freemen ；： City mu
ster-roll of househo ldersを分析し，市民の出身地 

域•.階層及b'"所属諸Companies，の盛衰などを考察し 

た R a m sa y〔111〕が現われた。その他，多くの地城 

に関L て，この種の研究が存在するが，主要毛織物生 

産地域に関しては，以下のような班究が存在する。 

Poimd '〔112〕はチれ一ダー期ノリッダのsubsidy 
r o l lと t i ty ’s register of freemen に現われた同 

市の職業桃成の变化が，同市のW orsted工業の盛衰 

と密接に関連していることを解明した6 またPatten 
〔113；) ほサフォークの、染色織物地城のH u n d redの 

muter of H a rn e sを用いH u n d red内の都市以下の 

様々なレぺルの居住地（settlem ent) 6?職業構成を分 

析することにより，E v e r i t t〔78〕の強調する私的個 

人間取引’（F ree T rad ing  betw een In d iv id u a ls )の奏

態の検証を試みている6

とうしたタイプの（広義の) 都市史は，域述の生産ね 

纖ゃ国内流通の研究と結合される時，大きな成梁をも 

たらす可能性がある。しかし, をこにはなおいくつか. 

の間題M %指械しうる。第一^は. subs i dy r e tu r n s や .. 

m u s te r  r o l l といった史料は残存jJ iA が 極 あ て #し  

ており，今後主要毛織物:t 業地域に闕してそれらが利- 
用 し得るよ ち になる可能性が少ない,といちとと で あ 

' る。第二に，そうした残存状況において愈然禾ijjn可能 

となった史料のカバーしうる地域の範が,地域構造 

检に有効な範囲である保障はなく，その当否はその 

史料だけからは判断し得ないため， P a tte n  C11 3 ) の 

ような研究の結論は盖然的であらざるを得ない。第 =̂̂‘ 

に，T a w n e y  & T aw neyC 108>による史料批判^来し 

ざしぱ論議の的となってきた ,とめ職業と  

上の経済活動との離という問題があり，▲業形熊が

-般的であったテ ダ"およびスチュアート前期の

考察にとっては，社会的分業の実態が過少にし力、反映 

されない点などに，これらの史料の限界性が存する。

d p 村 •農業史この分野においても新たな値向が 

現出してきている。r初期」にお、てはm anor構造や 

t e n u r e 桃成に集中していた研究対象が， ネもあ 

fe済構造や,土地，農業制度の变化に伴う点義トき▲の 

变 f匕などにも拡大されてきている。 .
こうしたギイ.プの農村. 農業史の成果の第广は，す 

でに19世紀初頭のT, D av isやA .，. Youngなどの議会 

報告書( ‘General View of the A gricu ltu re’)な i■‘におい

ても，素ネトな形で意識されていfc士壤と農業経営など 

り対応関係を基礎に,広範なま型イ’ヒを行なったAnison 
〔11か  T h i r s k 〔115〕； d i t to〔116〕などによるもの 

である。これらのうち，T h ii.sk〔116〕}ムの対象が

注〔108；} T aw n ey, ん J ‘， & T aw ney, R ‘.H‘，'An Occupational Census of the  Seventeenth Century* (E^  
H. R, V o l . V , 1934). , .

〔109〕Hoskins. W. G‘, 'English Provincial Towns in th e  16th C entury，，（T. R. H. S., 5th sen. V ol.V I, 
1956). ’

C110> C ornw all.X , ^English C ountry  Tow ns in the F ifteen  Twenties*, (JSc‘ H. R„ 2nd ser‘，V o l .X V ,1962).
〔11り Ram say, G‘ D., ‘The R ecru itm ent and F ortunes of Some London Freem en in the M id-Sixteenth 

C en tu ry ’，CEc, H. R„ 2nd ser„ Vol. XXXI, 1978).
〔il2〕Pound, J. F., 'The Social and T rade S truc tu re  of N orwich, 1525-1575，，(P. & P., No. 34,1966),
〔113〕P atten , J., •Village and. Town: an Occupational S tudy，，(^Ag. H. JR., V o l .20, 1972).

A nisoiv’iC J" ‘The Sheep-Corn H usbandry of N orfolk in the  S ixteenth  and Seventeenth C en tu ry，， 
iA g. H. R" V o l.5,1957).

〔115〕T hirsk , X, Industries in the Country side', (in, F isher, P. J.,’（ed‘), Essays in the  Economic and Social 
H istory  of Tudor and S tu a r t E n g la n d ,196り. . *

〔116；) ditto, ^The F arm ing  Regions of England', (in, T h irsk , J., (ed.). T he Agi-arlan H istory of England 
and Wales, V o l . IV ,1500-1640, 1967).
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全国的であり，考察視角も士壊‘ 生産物 ' t>Mi!i制度， 

マナ' - 構造 . 村落構造 • 相,統慣習 ♦社会意識など，多 

局面にわたる最も軟心的な類型化を試み/ ^ もめである。 

毛織物：C業との関連でとりわけ重要なのは， p a s tu re  

fa rm in g ’. 散村、マナ組織の脆弱さ，分害I湘統などの 

特後を★ する諸itlJ域においては副業的工業力':展開され， 

それら© 地城Vこ特殊なitT P資源が狂在しない場合には， 

毛織物工業が農村の副業の主要な形熊となることを解 

明したことである。こうして，すす、>こランカシャに 

ついて W a d sw o rth  & M a i in 〔56〕や T u p H n g〔54) 

によって明らかにされていた農業類型と毛纖物ニ業め 

関係が，T h i r s k によって全国め史実を墓礎に生張さ 

れるに至った。

農業史研究の毛纖物工業史研究への貢献の第二の侧 

面は，既述のi 遂成i 産物成の変化と傷産物構成の 

♦ 化との関速の魚き明である。Bo、vdeii〔117〕;ditto〔88〕；

示している。 r初期J にみられすこ全国的な総合化は現 

在では不可能であるとしても，C h a ild in〔120〕； Spu- 

f f o r d 〔121〕によってなされた広義の社会史の傲域を 

も舍む高水の地域史的総合が , 生要毛織物生産i也域 

にづいても迫求されることが不可欠i なるであろう。

賀易商人であり財務府長窗でもあカナこC ra n f ie ldに 

関する豊當な史料を塞礎に，被の生涯を時代の諸領域

に直るプレームワークの内に描くことにより，彼個人

K e r r i d g e〔118〕は，その起源を乂ンクロー ジャーに

'求めるか ‘up..and down husbandry* 6"■"禅の穀韋瘦法）' 

の揉用に求めるかという相違を別とすれぱ，いずれも 

農業上のま'化が羊のタイプの変化を通じて羊毛の賞の 

变化をもたらしたとし，これらの変化がチューダーお 

よがスチュアート期の毛織物生産物構成め変化を促進 

したと主張し't ：いる。ま た K e r r i d g e 〔118〕と Be. 

t t e y 〔119〕は，この時期の染料作物栽培の発展と染 

色.織物ノi 産の関速を指摘している。

以上の関迪分野の概観は，毛織物史研究にとってこ 

れの開連分野との総合的研究が不可欠であることを

の盛養を通じて時代自体にも光を当てることを試みた 

T a w n e y 〔122〕は，上述の地城史とは別の方向で'■後 

M i の研究のもつ限界性の克服をを試みた!ものである 

といえよう。T aw nか 〔I 22〕の不評が，より鲁富な史 

料 （S acltv ille文書の未刊行部分など）に基づきC ranfleld 

の生進HI体としてはより優れた研究であるP re s tw ic h  

〔123〕 の出現によるだけでないとしたら,をれは 

T a w n e y 〔I 22) における方法自体に対するより•-般的 

な反発によるものす'あろう (W inter, J. M., T aw n ey  
the Historian^ in, W inter, J. M., ed.. H istory and 

Society, Essays by R. H. Taw ney, 1978,參照）<> [唯一- 

の適切な歴史ぼ総合史 (I’histoire in te g ra le )である。j

( トーニー）なる誓句は，既に， r後期J の諸特徴が顕

著になりつつあった1930年代におけるものであった。

〔付記:） 本稿は，続 稿 『チューダー，ステュプート 

期ウィルトシャーの毛織物:E 業」の序論をなすもので 

ある。なお，本稿の作成に当って，中村勝己熟授から. 

有益なコメントを得お。記して感謝め意をましたい。

(慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程）
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